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唐
玄
宗
『
道
徳
真
経
』
御
疏
の
思
想
的
特
徴
│ 「
唐
玄
宗
御
製
道
徳
真
経
疏
釈
題
」
を
手
が
か
り
に 
│高　
橋
　
睦
　
美
は
じ
め
に
筆
者
は
、
前
稿
「
唐
玄
宗
『
道
徳
真
経
』
御
注
・
御
疏
に
見
え
る
「
沖
気
」
と
「
沖
用
」
に
つ
い
て）1
（
」
に
お
い
て
、唐
玄
宗
『
道
徳
真
経
』
御
注
（
以
下
御
注
）
と
御
疏
（
以
下
御
疏
）
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
先
行
研
究
の
見
解
を
整
理
し
、
御
注
・
御
疏
中
に
述
べ
ら
れ
る
『
老
子
』
の
「
道
」
に
関
す
る
論
述
を
構
造
的
に
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
御
注
・
御
疏
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
、
ま
た
先
行
研
究
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
た
「
妙
本
」
な
る
概
念
に
つ
い
て
は
、
「
道
」
の
上
位
概
念
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
妥
当
で
は
な
く
、
ま
た
御
注
と
御
疏
と
の
間
で
そ
の
概
念
の
内
容
に
齟
齬
が
あ
る
と
い
う
見
解
も
ま
た
そ
の
実
体
に
即
し
た
説
明
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
御
注
・
御
疏
の
資
料
に
即
し
て
改
め
て
検
討
し
た
結
果
、「
妙
本
」
と
は
『
老
子
』
の
「
道
」
に
ほ
か
な
ら
ず
、「
道
」
の
根
源
者
と
し
て
の
在
り
方
を
「
妙
本
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、「
道
」
の
作
用
、
は
た
ら
き
を
有
す
る
も
の
と
し
て
の
在
り
方
は
「
沖
気
」
と
称
さ
れ
、
そ
の
作
用
を
「
沖
用
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
た
。
す
な
わ
ち
「
妙
本
」
と
「
沖
気
」・「
沖
用
」
と
は
、「
道
」
の
異
な
る
様
態
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
呼
称
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
実
体
と
し
て
は
「
道
」
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。こ
の
検
討
に
よ
り
、「
沖
気
」は「
気
」
と
は
言
う
も
の
の
、「
道
」
か
ら
生
成
さ
れ
た
被
生
成
者
で
は
な
く
、
「
道
」
が
万
物
に
対
し
て
作
用
を
及
ぼ
す
べ
く
、
そ
の
は
た
ら
き
を
発
し
て
い
る
際
に
用
い
ら
れ
る
呼
称
で
あ
り
、そ
の
「
道
」
の
作
用
、
は
た
ら
き
を
「
沖
用
」
と
称
し
て
い
る
と
い
う
関
係
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
の
結
論
を
得
た
。
こ
の
、「
沖
気
」・「
沖
用
」
と
い
う
概
念
を
適
切
に
理
解
す
る
こ
と
が
「
妙
本
」
と
「
道
」
の
関
係
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
解
く
手
が
か
り
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
稿
で
は
そ
の
構
造
を
分
析
し
た
の
み
で
、
そ
の
構
造
が
御
注
・
御
疏
の
『
老
子
』
解
釈
中
で
果
た
し
て
い
る
役
割
に
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
五
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平
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つ
い
て
は
考
察
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
稿
で
考
察
し
た
「
道
」
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
構
造
が
『
老
子
』
解
釈
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
た
い
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し
て
、「
唐
玄
宗
御
製
道
徳
真
経
疏
釈
題
」（
以
下
釈
題
）
と
い
う
文
章
を
手
が
か
り
と
し
た
い）2
（
。
こ
れ
は
御
疏
の
巻
首
に
付
さ
れ
た
文
章
で
あ
り
、
文
中
に
は
御
疏
が
『
老
子
』
と
い
う
書
物
の
思
想
全
体
を
い
か
な
る
も
の
と
し
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
、
そ
の
骨
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
を
も
と
に
御
疏
の
『
老
子
』
理
解
を
再
構
築
し
つ
つ
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
「
道
」
の
構
造
が
果
た
し
て
い
る
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
本
論
で
御
注
で
は
な
く
御
疏
を
資
料
と
し
て
検
討
す
る
理
由
は
、
第
一
に
は
こ
の
「
唐
玄
宗
御
製
道
徳
真
経
疏
釈
題
」
が
御
疏
に
付
さ
れ
た
文
章
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
御
疏
の
検
討
に
よ
り
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
内
容
は
、
そ
の
多
く
が
御
注
の
思
想
内
容
と
し
て
も
当
て
は
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
釈
題
に
つ
い
て
は
中
嶋
隆
藏
氏
が
す
で
に
言
及
し
て
い
る
。
中
嶋
氏
は
、
御
疏
で
は
な
く
御
注
に
基
づ
き
つ
つ
玄
宗
の
『
老
子
』
理
解
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
御
注
の
治
身
治
国
に
対
す
る
考
え
方
に
も
言
及
し
て
い
る）3
（
。
そ
の
見
解
は
概
ね
妥
当
で
あ
り
、
中
嶋
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
御
注
の
思
想
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
大
体
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
島
一
氏
に
は
釈
題
を
も
と
に
御
注
・
御
疏
の
理
国
と
理
身
の
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
研
究）4
（
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
論
文
に
よ
り
、
玄
宗
御
注
お
よ
び
御
疏
に
お
け
る
理
国
・
理
身
の
思
想
の
理
解
に
関
し
て
は
既
に
一
定
の
適
切
な
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
情
況
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
論
の
目
的
は
御
注
・
御
疏
の
思
想
内
容
の
全
面
的
な
解
明
で
は
な
い
。
上
記
の
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
筆
者
が
前
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
「
道
」
の
構
造
が
『
老
子
』
解
釈
中
で
果
た
し
て
い
る
役
割
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
道
」
の
構
造
そ
れ
自
体
に
関
し
て
は
御
注
と
御
疏
と
で
相
違
は
な
い
。
よ
っ
て
本
論
で
は
釈
題
と
直
接
結
び
つ
く
御
疏
の
み
を
検
討
対
象
と
す
る
。
と
は
い
え
、
御
疏
の
検
討
を
通
し
て
得
ら
れ
る
結
論
を
そ
の
ま
ま
御
注
に
当
て
は
め
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
注
意
も
必
要
で
あ
る
。
御
注
と
御
疏
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
麥
谷
邦
夫
氏
に
研
究
が
あ
る）5
（
。
麥
谷
氏
の
提
示
す
る
資
料
に
拠
れ
ば
、御
疏
は
「
御
」
字
を
冠
す
る
も
の
の
実
際
に
は
玄
宗
自
身
の
手
に
成
る
も
の
で
は
な
く
、
玄
宗
の
意
を
受
け
た
集
賢
院
の
学
士
と
道
士
ら
が
撰
述
し
た
奉
勅
撰
で
あ
る）6
（
。
こ
れ
に
対
し
御
注
は
玄
宗
の
自
著
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る）7
（
。
御
注
が
開
元
二
十
年
に
完
成
し
た
後
、
同
年
御
疏
の
撰
述
が
開
始
さ
れ
、
開
元
二
十
三
年
に
完
成
、
そ
の
段
階
で
御
注
・
御
疏
と
も
に
公
卿
士
庶
・
道
士
・
僧
侶
ら
に
頒
示
さ
れ
、
そ
の
可
否
を
問
う
た
上
で
両
書
は
世
に
出
た
よ
う
で
あ
る）8
（
。
麥
谷
氏
は
御
注
と
御
疏
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の
密
接
な
連
関
性
を
認
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め
つ
つ
も
、
御
疏
が
御
注
の
立
場
に
沿
い
な
が
ら
も
よ
り
道
教
教
理
に
即
し
た
立
場
か
ら
敷
衍
を
行
お
う
と
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
両
者
に
相
異
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
確
か
に
御
注
と
御
疏
と
は
撰
述
者
が
異
な
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
御
疏
は
直
接
御
注
を
敷
衍
解
釈
す
る
と
い
う
形
式
も
と
ら
な
い
。
時
に
御
疏
は
御
注
の
説
と
或
説
を
並
記
す
る
こ
と
も
あ
り
、
一
見
す
る
と
御
注
の
説
を
相
対
化
す
る
か
の
よ
う
な
疏
が
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
解
釈
の
基
本
姿
勢
が
御
注
と
対
立
す
る
よ
う
な
例
は
見
出
せ
ず
、
む
し
ろ
多
く
の
場
合
は
御
注
と
御
疏
の
解
釈
の
方
向
性
は
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
御
疏
は
し
ば
し
ば
御
注
の
言
葉
を
引
用
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
解
釈
を
行
っ
て
お
り
、
御
疏
の
撰
述
方
針
と
し
て
、
御
注
の
思
想
的
枠
組
み
を
逸
脱
し
な
い
と
い
い
う
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
本
論
が
課
題
と
す
る
「
道
」
の
構
造
に
関
し
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
御
注
・
御
疏
の
間
で
矛
盾
は
な
い
。
そ
し
て
、
次
節
以
降
で
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
理
身
理
国
と
い
う
観
点
は
、御
注
・
御
疏
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
『
老
子
』
解
釈
の
要
点
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
が
御
疏
の
検
討
に
よ
っ
て
得
る
結
論
は
御
注
の
内
容
と
も
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
　 「
唐
玄
宗
御
製
道
徳
真
経
疏
釈
題
」
に
見
る 
御
疏
『
老
子
』
解
釈
の
基
本
姿
勢
ま
ず
、
釈
題
か
ら
御
疏
の
『
老
子
』
解
釈
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
釈
題
は
最
初
に
太
上
玄
元
皇
帝
た
る
老
子
が
唐
王
朝
に
命
を
授
け
た
と
い
う
こ
と
、『
史
記
』
に
記
さ
れ
る
孔
子
問
礼
、
関
令
尹
喜
に
請
わ
れ
て
二
篇
の
書
を
著
し
た
こ
と
等
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
後
『
老
子
』
の
思
想
内
容
へ
の
言
及
が
始
ま
る
。
以
下
、
釈
題
の
『
老
子
』
の
思
想
に
関
す
る
論
述
部
分
を
そ
の
文
脈
に
従
っ
て
適
宜
分
段
し
、
各
段
落
毎
に
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
と
い
う
方
法
で
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
①　
明
道
徳
生
畜
之
源
、
罔
不
尽
此
、
而
其
要
在
乎
理
身
理
国
。
（
道
徳
生
畜
の
源
を
明
ら
か
に
し
、
此
を
尽
く
さ
ざ
る
な
し
、
而
し
て
其
の
要
は
身
を
理
め
国
を
理
む
る
に
在
り
。）（
釈
題
・
749
頁
）
① 
に
言
う
よ
う
に
、
御
疏
は
『
老
子
』
を
道
徳
が
万
物
を
生
み
養
う
源
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
物
で
あ
り
、そ
の
要
点
は「
身
を
理
め
国
を
理
む
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
と
明
言
す
る
。
こ
の
立
場
は
、
例
え
ば
『
老
子
』
本
文
で
は
「
理
国
」
や
「
理
身
」
に
言
及
し
な
い
場
合
に
も
、
敢
え
て
そ
の
内
容
を
「
理
国
」「
理
身
」
に
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
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②　
「
吾
是
以
知
無
為
之
有
益
」
是
知
清
静
無
為
理
身
理
国
、
有
益
於
人
也
。（
是
れ
清
静
無
為
の
身
を
理
め
国
を
理
む
る
は
、人
に
益
有
る
を
知
る
な
り
。）（
御
疏
・
四
十
三
章
・
783
頁
）
※「　
」
内
は
『
老
子
』
本
文
。
こ
こ
で
は
、
本
文
に
「
無
為
」
と
の
み
言
う
の
を
「
理
身
理
国
」
に
お
け
る
「
無
為
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
釈
題
の
後
文
は
以
下
、「
理
国
」・「
理
身
」
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
次
節
以
降
は
御
疏
の
「
理
国
」・「
理
身
」
の
内
容
と
「
道
」
の
構
造
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
二
　
御
疏
に
お
け
る
「
理
国
」
①　
理
国
則
絶
矜
尚
華
薄
、
以
無
為
不
言
為
教
。
故
経
曰
、「
道
常
無
為
而
無
不
為
、侯
王
若
能
守
、万
物
将
自
化
」。
又
曰
、「
我
無
為
而
人
自
化
、
我
無
事
而
人
自
富
、
我
好
静
而
人
自
正
、
我
無
欲
而
人
自
樸
」。（
国
を
理
む
と
は
則
ち
華
薄
を
矜
尚
す
る
を
絶
ち
、
無
為
不
言
を
以
て
教
と
為
す
。
故
に
経
に
曰
く
、「
道
は
常
に
無
為
に
し
て
為
さ
ざ
る
無
く
、侯
王
若
し
能
く
守
ら
ば
、
万
物
将
に
自
ら
化
せ
ん
と
す
」
と
。
又
た
曰
く
、「
我
為
す
無
く
し
て
人
自
ら
化
し
、
我
事
無
く
し
て
人
自
ら
富
み
、
我
静
を
好
み
て
人
自
ら
正
し
く
、我
欲
無
く
し
て
人
自
ら
樸
な
り
」と
。）
（
釈
題
・
749
頁
）
釈
題
の
文
章
は
、
① 
の
よ
う
に
、
地
の
文
で
述
べ
る
内
容
と
関
連
す
る
『
老
子
』
の
文
章
を
引
用
し
つ
つ
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
地
の
文
に
当
た
る
部
分
も
多
く
は
『
老
子
』
の
言
を
用
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
典
拠
と
な
る
『
老
子
』
の
文
章
と
そ
こ
に
つ
け
ら
れ
た
御
疏
の
内
容
を
分
析
す
る
こ
と
で
釈
題
お
よ
び
御
疏
の
『
老
子
』
解
釈
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
「
理
国
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
こ
の
語
は
『
老
子
』
五
十
七
章
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
②　
「
以
政
理
国
」
以
、
用
也
。
政
、
教
也
。
有
為
之
君
矜
用
政
教
而
欲
為
治
、
不
能
無
為
任
物
自
化
、
欲
求
致
理
、
未
之
前
聞
也
。（
以
は
、
用
な
り
。
政
は
、
教
な
り
。
有
為
の
君
は
政
教
を
矜
用
し
て
治
を
為
さ
ん
と
欲
し
、
無
為
に
し
て
物
の
自
ら
化
す
る
に
任
ず
る
能
わ
ず
し
て
、
理
を
致
さ
ん
こ
と
を
欲
求
す
る
は
、
未
だ
之
を
前
に
聞
か
ざ
る
な
り
。）（
御
疏
・
五
十
七
章
・
793
頁
）
② 
は
理
想
と
さ
れ
る
無
為
と
は
逆
の
「
有
為
の
君
」
に
つ
い
て
述
べ
る
章
で
あ
る
。
有
為
の
内
容
は
教
を
矜
り
用
い
る
こ
と
、
意
図
的
に
治
を
為
そ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
排
す
る
こ
と
が
こ
こ
で
の
「
無
為
」
の
具
体
的
内
容
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
有
為
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
為
さ
れ
る
べ
き
「
無
為
」
が
如
何
な
る
も
の
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
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関
し
て
は
、
釈
題
の
「
絶
矜
尚
華
薄
」
の
も
と
と
な
っ
た
『
老
子
』
三
十
八
章
の
次
の
文
章
が
参
考
に
な
る
。
③　
「
是
以
大
丈
夫
処
其
厚
、
不
処
其
薄
、
居
其
実
不
居
其
華
。」
大
丈
夫
者
、
有
道
之
君
子
、
即
前
上
徳
之
君
也
。
道
徳
無
為
、
謂
之
厚
実
、
礼
義
有
為
、
謂
之
薄
華
。
言
聖
人
先
道
徳
之
化
、
故
云
処
厚
処
実
、後
礼
義
之
教
、故
云
不
居
華
薄
。（
大
丈
夫
は
、
有
道
の
君
子
、
即
ち
前
の
上
徳
の
君
な
り
。
道
徳
は
無
為
、
之
を
厚
実
と
謂
う
、
礼
義
は
有
為
、
之
を
薄
華
と
謂
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
聖
人
道
徳
の
化
を
先
と
す
、
故
に
厚
に
処
り
実
に
処
る
と
云
う
、礼
義
の
教
を
後
と
す
、故
に
華
薄
に
居
ら
ず
と
云
う
。）
「
故
去
彼
取
此
」
彼
謂
礼
義
也
。
此
謂
道
徳
也
。
聖
人
去
礼
義
之
浮
華
、
取
道
徳
之
厚
実
、
故
云
去
彼
取
此
。（
彼
と
は
礼
義
を
謂
う
な
り
。
此
れ
道
徳
を
謂
う
な
り
。
聖
人
礼
義
の
浮
華
を
去
り
、
道
徳
の
厚
実
を
取
る
、
故
に
「
去
彼
取
此
」
と
云
う
。）（
御
疏
・
三
十
八
章
・
778
頁
）
③ 
に
挙
げ
た
『
老
子
』
本
文
の
前
文
に
は
「
夫
礼
者
、
忠
信
之
薄
、
而
乱
之
首
也
。
前
識
者
、
道
之
華
而
愚
之
始
」
と
あ
り
、
ま
た
釈
題
に
も
「
華
薄
」
と
は
「
礼
義
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
有
為
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
「
厚
実
」
で
あ
る
「
道
徳
」
の
「
無
為
」
の
在
り
方
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
有
為
」
を
捨
て
去
っ
て
い
く
こ
と
が
「
道
徳
の
化
」
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
御
疏
は
各
章
の
章
題
下
に
そ
の
章
の
主
旨
を
ま
と
め
た
文
章
が
あ
り
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
三
十
八
章
の
内
容
は
、「
此
章
首
標
道
用
之
名
、
将
明
徳
全
之
化
」（
777
頁
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
道
用
」
は
、
釈
題
中
に
「
徳
者
道
之
用
」
と
い
う
発
言
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
「
徳
」
の
こ
と
で
あ
る
。
三
十
八
章
の
上
徳
不
徳
章
と
い
う
章
題
は
「
道
」
の
働
き
た
る
「
徳
」
の
名
を
冠
し
、
徳
が
十
全
に
行
わ
れ
た
教
化
が
如
何
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
章
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
三
十
八
章
が
『
老
子
』
の
「
理
国
」
に
つ
い
て
述
べ
る
重
要
な
章
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。　
釈
題
の
「
以
無
為
不
言
為
教
」
の
典
拠
は
『
老
子
』
二
章
の
「
是
以
聖
人
処
無
為
之
事
、
行
不
言
之
教
」
で
あ
ろ
う
。
④　
「
是
以
聖
人
処
無
為
之
事
。
行
不
言
之
教
」
故
聖
人
知
諸
法
性
空
、
自
無
矜
執
。
則
理
天
下
者
当
絶
浮
偽
、
任
用
純
徳
。
百
姓
化
之
、
各
安
其
分
。
各
安
其
分
則
不
擾
、
豈
非
無
為
之
事
乎
。
言
出
於
己
、
皆
因
天
下
之
心
、
則
終
身
言
、
未
嘗
言
、
豈
非
不
言
之
教
耶
。（
故
に
聖
人
は
諸
法
の
性
空
な
る
を
知
り
、
自
ら
矜
執
す
る
無
し
。
則
ち
天
下
を
理
む
る
者
は
当
に
浮
偽
を
絶
ち
、
純
徳
を
任
用
す
べ
し
。
百
姓
之
に
化
し
、
各
お
の
其
の
分
に
安
ん
ず
。
各
お
の
其
の
分
に
安
ん
ず
れ
ば
則
ち
擾
れ
ず
、豈
に
無
為
の
事
に
あ
ら
ず
や
。
言
は
己
よ
り
出
ず
、
皆
な
天
下
の
心
に
因
れ
ば
、
則
ち
終
身
言
う
も
、
未
だ
嘗
て
言
30
わ
ず
、
豈
に
不
言
の
教
に
あ
ら
ず
や
。）（
御
疏
・
二
章
・
751
頁
）
こ
こ
で
の
「
無
為
」
と
は
純
正
な
る
徳
を
用
い
て
民
を
教
化
し
、各
々
が
そ
の
分
に
安
ん
じ
る
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、「
不
言
」
と
は
「
天
下
の
心
」
に
依
拠
し
、
自
身
の
意
を
も
っ
て
言
う
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
不
言
の
治
国
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
言
及
も
な
さ
れ
て
い
る
。
⑤　
「
愛
民
治
国
、
能
無
為
乎
」
理
国
者
務
農
而
重
穀
、
事
簡
而
不
煩
、
則
人
安
其
生
、
不
言
而
化
也
。（
国
を
理
む
る
者
は
農
に
務
め
て
穀
を
重
ん
ず
、
事
簡
に
し
て
煩
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
人
其
の
生
に
安
ん
じ
て
、
言
わ
ず
し
て
化
す
る
な
り
。）（
御
疏
・
十
章
・
756
頁
）
⑤ 
で
は
、
国
を
治
め
る
際
、
国
の
根
幹
で
あ
る
農
業
を
重
視
し
、
事
業
は
簡
明
で
あ
り
煩
雑
を
避
け
る
こ
と
で
民
は
皆
各
々
の
生
に
安
ん
じ
、「
不
言
」
に
し
て
自
ず
か
ら
治
ま
る
と
さ
れ
る
。
③
・
④
・
⑤ 
を
も
と
に
「
無
為
」
な
る
「
理
国
」
の
内
容
を
よ
り
限
定
し
て
い
う
な
ら
ば
、
統
治
教
化
に
お
い
て
礼
義
と
い
う
有
為
の
手
段
に
拠
ら
な
い
こ
と
、
事
業
を
煩
雑
に
せ
ず
、
簡
明
を
旨
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
釈
題
に
引
く
「
道
常
無
為
而
無
不
為
、
侯
王
若
能
守
、
万
物
将
自
化
」
は
『
老
子
』
三
十
七
章
の
文
章
で
あ
る
が
、
三
十
七
章
末
句
の
御
疏
に
も
「
君
無
為
に
し
て
上
理
り
、
人
性
を
遂
げ
て
下
化
し
、
教
令
を
煩
に
せ
ず
し
て
天
下
自
ら
正
平
た
り
（
君
無
為
而
上
理
、
人
遂
性
而
下
化
、
不
煩
教
令
、
而
天
下
自
正
平
）」（
777
頁
）
と
あ
り
、
君
主
の
「
無
為
」
の
内
容
と
し
て
教
令
を
煩
雑
に
し
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
礼
義
や
教
令
に
よ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
「
不
言
」
の
内
容
で
あ
ろ
う
。
次
に
釈
題
に
「
矜
尚
華
薄
」
と
あ
っ
た
内
の
「
矜
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
れ
は
『
老
子
』
の
語
で
は
な
い
が
御
疏
中
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
り
、「
言
衆
生
矜
執
其
生
、
而
失
於
道
」（
御
疏
・
四
十
章
・
780
頁
）
の
よ
う
に
「
執
」
字
と
共
に
用
い
ら
れ
る
例
が
多
い
。「
矜
執
」
と
は
、
特
定
の
方
法
・
在
り
方
を
よ
し
と
し
て
固
執
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。「
尚
」
に
つ
い
て
は
、『
老
子
』
不
尚
賢
章
第
三
が
念
頭
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
章
の
題
下
に
は
「
首
標
不
尚
、
絶
矜
徇
之
迹
」（
752
頁
）
と
あ
り
、
こ
の
章
で
「
不
尚
」
を
題
と
し
て
掲
げ
る
の
は
、「
矜
徇
之
迹
」
を
絶
つ
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
首
句
の
御
疏
に
「
言
う
こ
こ
ろ
は
人
君
才
能
を
崇
貴
す
れ
ば
則
ち
迹
有
り
、
飾
偽
者
迹
を
徇
り
て
真
を
失
う
。
真
を
失
う
は
必
ず
是
れ
賢
を
尚
ぶ
の
由
な
り
（
言
人
君
崇
貴
才
能
則
有
迹
、
飾
偽
者
徇
迹
而
失
真
。
失
真
必
是
尚
賢
之
由
）」（
同
上
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
君
主
が
賢
才
を
尊
重
す
る
と
、
自
ら
を
飾
り
立
て
る
人
々
は
そ
の
行
い
を
誇
っ
て
自
身
の
真
を
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
釈
題
に
い
う
「
尚
」
は
こ
の
不
尚
賢
章
の
内
容
を
背
景
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
、「
尚
賢
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
民
の
争
い
を
招
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
御
疏
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
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⑥　
「
不
貴
難
得
之
貨
、
使
民
不
為
盗
」
人
之
受
生
、
所
稟
有
分
、
則
所
稟
材
器
是
身
貨
宝
。
分
外
妄
求
、
求
不
可
得
、
故
云
難
得
。
夫
不
安
性
分
、
希
慕
聡
明
、
且
失
天
真
、
尽
成
私
盗
。
今
使
賢
愚
襲
性
、
可
否
用
情
、
既
無
越
分
之
求
、
自
軽
難
得
之
貨
。
皆
得
性
分
、
誰
為
盗
乎
。（
人
の
生
を
受
く
る
や
、
稟
く
る
所
に
分
有
れ
ば
、
則
ち
稟
く
る
所
の
材
器
は
是
れ
身
の
貨
宝
な
り
。
分
外
に
妄
り
に
求
む
れ
ば
、
求
む
る
も
得
べ
か
ら
ず
、故
に
難
得
と
云
う
。
夫
れ
性
分
に
安
ん
ぜ
ず
、
聡
明
を
希
慕
す
れ
ば
、
且
に
天
真
を
失
わ
ん
と
し
、
尽
く
私
盗
と
成
る
。
今
賢
愚
を
し
て
性
を
襲
い
、
可
否
を
し
て
情
を
用
い
し
む
れ
ば
、
既
に
分
を
越
ゆ
る
の
求
無
く
、
自
ら
難
得
の
貨
を
軽
ん
ず
。
皆
な
性
の
分
を
得
れ
ば
、
誰
か
盗
を
為
さ
ん
や
。）
「
不
見
可
欲
、
使
心
不
乱
」
　
希
慕
聡
明
、
是
見
可
欲
。
欲
心
興
動
、
非
乱
而
何
。
今
既
不
崇
貴
賢
能
、
亦
不
妄
求
越
分
、
則
不
見
可
欲
之
事
、
而
心
不
惑
乱
也
。（
聡
明
を
希
慕
す
る
は
、
是
れ
「
見
可
欲
」
な
り
。
欲
心
興
動
す
れ
ば
、
乱
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
。
今
既
に
賢
能
を
崇
貴
せ
ず
、
亦
た
妄
り
に
分
を
越
ゆ
る
を
求
め
ざ
れ
ば
、
則
ち
可
欲
の
事
を
見
ず
し
て
、
心
惑
乱
せ
ざ
る
な
り
。）（
御
疏
・
三
章
・
752
頁
）
⑥ 
を
見
る
と 
④ 
や 
⑤ 
と
も
共
通
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
、
人
に
は
も
っ
て
生
ま
れ
た
「
分
」
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
貨
（
宝
）」
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
分
外
の
も
の
を
妄
り
に
求
め
る
こ
と
が
「
難
得
の
貨
を
貴
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
第
三
章
の
最
初
に
言
う
よ
う
に
君
主
が
賢
才
を
貴
ぶ
と
、
人
々
は
分
外
の
聡
明
さ
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
し
た
分
外
の
こ
と
を
求
め
る
「
欲
心
」
が
生
じ
れ
ば
、己
の
性
分
に
安
ん
ず
る
こ
と
な
く
惑
乱
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
と
い
う
と
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
⑦　
「
是
以
聖
人
之
治
、
虚
其
心
、
実
其
腹
、
弱
其
志
、
強
其
骨
。
常
使
民
無
知
無
欲
」
聖
人
治
国
理
身
、
以
為
教
本
。
夫
理
国
者
、
復
何
為
乎
。
但
理
身
爾
。
故
虚
心
実
腹
、
絶
欲
忘
知
、
於
為
無
為
、
則
無
不
理
矣
。
（
聖
人
の
国
を
治
め
身
を
理
む
る
は
、
以
て
教
の
本
と
為
す
。
夫
れ
国
を
理
む
る
者
は
、
復
た
何
を
か
為
さ
ん
や
。
但
だ
身
を
理
む
る
の
み
。
故
に
心
を
虚
し
く
し
腹
を
実
た
し
、
欲
を
絶
ち
知
を
忘
れ
、
為
に
於
い
て
無
為
な
れ
ば
、
則
ち
理
ま
ら
ざ
る
無
し
。）
…
…
「
使
民
無
知
無
欲
」
聖
人
所
以
行
虚
心
実
腹
之
教
者
、
常
欲
使
百
姓
無
争
尚
之
知
、
貪
求
之
欲
、
令
其
自
化
爾
。（
聖
人
の
虚
心
実
腹
の
教
を
行
う
所
以
は
、
常
に
百
姓
を
し
て
争
尚
の
知
、
貪
求
の
欲
無
か
ら
し
め
、
其
を
し
て
自
ら
化
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み
。）（
御
疏
・
三
章
・
752-
753
頁
）
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こ
こ
で
、「
理
国
」
を
な
そ
う
と
す
る
者
の
す
べ
き
こ
と
は
た
だ
「
理
身
」
の
み
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。「
虚
其
心
」
は
「
静
慮
全
真
、
則
情
欲
不
作
」
す
な
わ
ち
、
思
慮
を
外
的
な
対
象
に
よ
っ
て
乱
す
こ
と
な
く
天
与
の
真
性
を
全
う
す
る
こ
と
に
よ
り
妄
り
に
情
欲
が
起
こ
ら
な
く
な
る
こ
と
、「
実
其
腹
」
は
「
腹
は
、
含
受
の
義
な
り
。
足
れ
ば
則
ち
貪
ら
ず
、
道
徳
を
し
て
内
充
せ
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
貪
愛
を
生
ぜ
ず
（
腹
者
、
含
受
之
義
。
足
則
不
貪
、
欲
使
道
徳
内
充
、
不
生
貪
愛
）」（
752
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
内
面
を
道
徳
に
よ
っ
て
充
足
さ
せ
貪
愛
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
聖
人
は
こ
の
「
虚
其
心
」「
実
其
腹
」
の
教
化
を
行
う
こ
と
で
民
が
欲
心
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。
そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
民
を
「
自
化
」
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
釈
題
に
引
用
さ
れ
る『
老
子
』五
十
七
章「
我
無
為
而
人
自
化
、
我
無
事
而
人
自
富
、
我
好
静
而
人
自
正
、
我
無
欲
而
人
自
樸
」
は
ま
さ
し
く
こ
の
様
な
聖
人
の
治
国
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
自
化
」
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
背
景
に
は
、「
人
生
ま
れ
て
静
な
る
は
、
天
の
性
な
り
（
人
生
而
静
、
天
之
性
也
）」（
御
疏
・
五
十
七
章
・
794
頁
）
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
上
安
静
を
好
み
て
以
て
動
揺
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
下
君
の
徳
を
被
る
に
及
び
、
性
に
率
い
て
自
ら
正
し
き
な
り
（
上
好
安
静
、
無
以
動
搖
、
及
下
被
君
徳
、
率
性
而
自
正
也
）」（
同
上
）
と
い
う
、
君
主
が
「
安
静
」
と
い
う
望
ま
し
い
在
り
方
を
取
り
さ
え
す
れ
ば
そ
の
徳
を
被
っ
た
民
た
ち
が
自
ら
の
性
に
従
っ
て
自
ず
か
ら
正
し
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。「
無
為
」・「
無
事
」・「
好
静
」・「
無
欲
」
と
い
う
君
主
の
「
理
身
」
が
民
を
「
理
身
」
せ
し
め
、
そ
れ
が
「
理
国
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
「
理
国
」
の
議
論
を
確
認
し
た
こ
と
で
、釈
題
の
「
理
身
」
の
内
容
も
ほ
ぼ
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
三
　
御
疏
に
お
け
る
「
理
身
」
釈
題
の
後
文
は
「
理
身
」
に
つ
い
て
の
言
及
へ
と
展
開
す
る
。
①　
理
身
則
少
私
寡
欲
、
以
虚
心
実
腹
為
務
。
故
経
曰
、「
常
無
欲
以
観
其
妙
」。
又
曰
、「
不
貴
難
得
之
貨
、
不
見
可
欲
」。
又
曰
、「
塞
其
兌
、
閉
其
門
、
挫
其
鋭
、
解
其
紛
」。（
身
を
理
む
る
は
則
ち
私
を
少
な
く
し
欲
を
寡
な
く
し
、
心
を
虚
し
く
し
腹
を
実
た
す
を
以
て
務
と
為
す
。
故
に
経
に
曰
く
、「
常
に
無
欲
に
し
て
以
て
其
の
妙
を
観
る
」
と
。
又
た
曰
く
、「
得
難
き
の
貨
を
貴
ば
ず
、
欲
す
べ
き
を
見
ず
」
と
。
又
た
曰
く
、「
其
の
兌
を
塞
ぎ
、
其
の
門
を
閉
ざ
し
、
其
の
鋭
を
挫
き
、
其
の
紛
を
解
く
」
と
。）（
釈
題
・
749
頁
）
「
少
私
寡
欲
」
は
『
老
子
』
十
九
章
の
「
見
素
抱
朴
、
少
私
寡
欲
」
に
基
づ
く
。
十
九
章
で
は
「
聖
を
絶
ち
智
を
棄
つ
る
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
常
に
真
素
を
見
る
。
仁
を
絶
ち
義
を
棄
つ
る
を
求
め
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ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
質
樸
を
懐
抱
す
。
巧
を
絶
ち
利
を
棄
つ
る
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
則
ち
当
に
私
を
少
な
く
し
欲
を
寡
く
す
べ
し
（
欲
求
絶
聖
棄
智
、
則
常
見
真
素
。
欲
求
絶
仁
棄
義
、
則
懐
抱
質
樸
。
欲
求
絶
巧
棄
利
、則
当
少
私
寡
欲
）」（
763
頁
）
と
あ
り
、「
絶
聖
棄
智
」・
「
絶
仁
棄
義
」・「
絶
巧
棄
利
」
と
い
う
所
謂
三
絶
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
三
種
の
実
践
の
内
、「
少
私
寡
欲
」
は
「
絶
巧
棄
利
」
の
た
め
の
実
践
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
二
十
章
に
は
「
老
君
人
を
戒
め
て
樸
を
守
り
和
を
全
く
し
、私
を
少
な
く
し
欲
を
寡
な
く
し
、
視
聴
の
耽
著
を
絶
ち
、
声
名
の
奔
競
を
杜
せ
し
む
（
老
君
戒
人
守
樸
全
和
、
少
私
寡
欲
、
絶
視
聴
之
耽
著
、
杜
声
名
之
奔
競
）」（
764
頁
）
と
あ
り
、
老
君
の
教
え
と
し
て
、
五
感
を
刺
激
す
る
も
の
へ
の
耽
溺
や
名
声
へ
の
狂
奔
を
絶
つ
こ
と
を
「
少
私
寡
欲
」
と
す
る
。
釈
題
の
「
以
虚
心
実
腹
為
務
」
は
、
先
に
見
た
通
り
情
欲
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
、道
徳
で
も
っ
て
内
面
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
「
無
欲
」
の
実
践
で
あ
る
。
故
に
、「
理
身
」
の
例
と
し
て
「
常
無
欲
以
観
其
妙
」、「
不
貴
難
得
之
貨
、
不
見
可
欲
」、「
塞
其
兌
、
閉
其
門
、
挫
其
鋭
、
解
其
紛
」
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
理
身
」
の
こ
と
と
し
て
引
か
れ
る
『
老
子
』
の
文
章
に
付
さ
れ
た
御
疏
を
見
る
と
、前
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
「
妙
本
」「
沖
用
」
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
②　
「
常
無
欲
以
観
其
妙
、
常
有
欲
以
観
其
徼
」
欲
者
性
之
動
、
謂
逐
境
而
生
心
也
。
言
人
常
無
欲
、
正
性
清
静
、
反
照
道
源
、
則
観
見
妙
本
矣
。
若
有
欲
、
逐
境
生
心
、
則
性
為
欲
乱
。
以
欲
観
本
、既
失
沖
和
、但
見
辺
徼
矣
。（
欲
は
性
の
動
、
境
を
逐
い
て
心
を
生
ず
る
を
謂
う
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
人
常
に
無
欲
に
し
て
、
正
性
清
静
と
し
て
、
道
源
を
反
照
す
れ
ば
、
則
ち
妙
本
を
観
見
す
。
若
し
有
欲
に
し
て
、
境
を
逐
い
て
心
を
生
ず
れ
ば
、
則
ち
性
欲
に
乱
さ
る
。
以
て
本
を
観
ん
と
欲
す
る
も
、
既
に
沖
和
を
失
え
ば
、
但
だ
辺
徼
を
見
る
。）（
御
疏
・
一
章
・
750
頁
）
② 
に
よ
れ
ば
、「
欲
」
と
は
本
来
清
静
で
あ
る
は
ず
の
人
の
性
が
動
い
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
外
的
な
対
象
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
で
心
に
生
じ
る
。
無
欲
で
あ
れ
ば
あ
る
べ
き
性
の
在
り
方
の
ま
ま
に
清
静
で
あ
り
、「
妙
本
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
外
的
対
象
に
心
を
動
か
し
「
有
欲
」
と
な
れ
ば
性
は
乱
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
「
道
」
の
根
源
者
と
し
て
の
在
り
方
で
あ
る
「
妙
本
」
を
見
よ
う
と
し
て
も
、
自
身
が
本
来
あ
る
べ
き
「
沖
和
」
の
在
り
方
を
失
っ
て
い
る
た
め
「
妙
本
」
で
は
な
く
そ
の
断
片
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、「
無
欲
」
と
い
う
実
践
が
成
就
し
た
と
き
の
境
地
と
は
、
万
物
の
源
で
あ
る
「
妙
本
」、
根
源
者
た
る
「
道
」
の
在
り
方
を
知
り
、
自
ら
は
「
沖
和
」
な
る
在
り
方
を
全
う
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
沖
和
」
と
は
、「
道
」
の
働
き
そ
の
も
の
で
あ
る
。
釈
題
に
引
用
す
る
「
塞
其
兌
、
閉
其
門
、
挫
其
鋭
、
解
其
紛
」
は
、
直
接
34
の
典
拠
は
『
老
子
』
五
十
六
章
の
「
塞
其
兌
、
閉
其
門
。
挫
其
鋭
、
解
其
紛
、
和
其
光
、
同
其
塵
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
五
十
六
章
の
上
二
句
に
対
す
る
御
疏
を
見
る
と
、
こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
は
天
下
有
始
章
第
五
十
二
で
解
釈
す
る
と
こ
ろ
と
同
様
で
あ
り
、
た
だ
し
五
十
二
章
が
「
道
」
の
清
静
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
言
教
に
滞
す
る
こ
と
の
弊
害
を
な
く
す
た
め
の
方
法
と
し
て
述
べ
て
い
る
と
い
う
。（
且
如
天
下
有
始
章
所
釈
、
彼
則
約
道
清
静
、
以
塞
六
根
愛
説
、
此
則
因
教
弁
忘
、
将
息
滞
言
之
累
（
御
疏
・
五
十
六
章
・
793
頁
）
ま
た
、
下
四
句
の
御
疏
を
見
る
と
、
こ
の
四
句
に
つ
い
て
は
既
に
道
沖
章
第
四
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
四
章
が
「
道
」
に
つ
い
て
そ
の
功
を
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
人
に
つ
い
て
そ
の
行
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
述
べ
る
。（
此
四
句
已
出
上
経
道
沖
章
、彼
則
就
道
以
論
功
、此
則
拠
人
以
明
行
（
同
上
）
す
な
わ
ち
、
御
疏
は
四
章
と
五
十
二
章
で
「
道
」
の
在
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
そ
の
内
容
を
、
五
十
六
章
で
は
そ
の
ま
ま
人
の
実
践
論
と
し
て
読
み
か
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
四
章
と
五
十
二
章
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
ま
ず
、
四
章
の
主
旨
は
「
此
の
章
は
妙
本
の
用
、
用
に
在
り
て
無
為
な
る
を
明
ら
か
に
す
。
首
に
道
沖
と
標
す
る
は
、
至
虚
の
物
に
宗
た
る
を
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
挫
解
と
云
う
は
、
沖
用
の
紛
を
釈
く
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
（
此
章
明
妙
本
之
用
、
在
用
而
無
為
。
首
標
道
沖
、
示
至
虚
之
宗
物
、
次
云
挫
解
、
明
沖
用
之
釈
紛
）」（
753
頁
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
以
下
の
御
疏
を
見
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。
③　
「
道
沖
而
用
之
、
或
不
盈
、
淵
兮
似
万
物
之
宗
」
沖
、
虚
也
、
謂
道
以
沖
虚
為
用
也
。
夫
和
気
沖
虚
、
故
為
道
用
。
用
生
万
物
、
物
被
其
功
。
論
功
則
物
疑
其
光
大
、
語
沖
則
道
曾
不
盈
満
、
而
妙
本
深
静
、
常
為
万
物
之
宗
。（
沖
は
、
虚
な
り
、
道
沖
虚
を
以
て
用
と
為
す
を
謂
う
な
り
。
夫
れ
和
気
は
沖
虚
、
故
に
道
用
と
為
る
。
用
万
物
を
生
じ
、
物
其
の
功
を
被
る
。
功
を
論
ず
れ
ば
則
ち
物
其
の
光
大
を
疑
い
、
沖
を
語
れ
ば
則
ち
道
曾
て
盈
満
せ
ず
、
而
し
て
妙
本
は
深
静
に
し
て
、
常
に
万
物
の
宗
為
り
。）
「
挫
其
鋭
、
解
其
紛
」
挫
、
抑
止
也
。
鋭
、
銛
利
也
。
解
、
釈
散
也
。
紛
、
多
擾
也
。
沖
虚
之
用
、
物
莫
之
違
、
故
銛
利
之
心
、
多
擾
之
事
、
念
道
沖
和
、
自
令
抑
止
釈
散
矣
。
此
則
約
人
以
明
道
用
。（
挫
は
、
抑
止
な
り
。
鋭
は
、
銛
利
な
り
。
解
は
、
釈
散
な
り
。
紛
は
、
多
擾
な
り
。
沖
虚
の
用
、
物
之
に
違
う
な
し
、
故
に
銛
利
の
心
、
多
擾
の
事
、
道
の
沖
和
を
念
え
ば
、
自
ら
止
釈
散
せ
し
む
。
此
れ
則
ち
人
に
約
し
て
以
て
道
用
を
明
ら
か
に
す
。）
「
和
其
光
、
同
其
塵
、
湛
兮
似
或
存
」
道
之
沖
用
、
於
物
不
遺
、
在
光
則
与
光
為
一
、
在
塵
則
与
塵
為
一
。
無
所
不
在
、
所
在
常
無
。
沖
用
則
可
混
光
塵
、
妙
本
則
湛
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不
雑
、
故
云
「
似
或
」
也
。（
道
の
沖
用
は
、
物
に
お
い
て
遺
さ
ず
、
光
に
在
り
て
は
則
ち
光
と
一
為
り
、
塵
に
在
り
て
は
則
ち
塵
と
一
為
り
。
在
ら
ざ
る
所
無
く
、
在
る
所
は
常
に
無
な
り
。
沖
用
は
則
ち
光
塵
に
混
ず
べ
き
も
、
妙
本
は
則
ち
湛
然
と
し
て
雑
わ
ら
ず
、
故
に
「
似
或
」
と
云
う
な
り
。）（
御
疏
・
四
章
・
753
頁
）
③ 
の
最
初
に
は
、「
道
」
が
沖
虚
を
も
っ
て
は
た
ら
き
を
な
す
こ
と
、
そ
の
沖
虚
な
る
は
た
ら
き
を
な
す
も
の
が
「
和
気
」
で
あ
り
、「
和
気
」
の
は
た
ら
き
こ
そ
が
「
道
用
」
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
「
道
用
」
は
万
物
を
生
み
だ
し
、
万
物
は
そ
の
恩
恵
を
被
り
つ
つ
も
、
そ
の
恩
恵
の
偉
大
さ
を
認
識
し
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
は
た
ら
き
が
「
沖
虚
」
で
あ
る
と
い
う
点
で
い
え
ば
、「
道
」
の
は
た
ら
き
は
充
ち
満
ち
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
根
源
者
と
し
て
の
「
道
」
す
な
わ
ち
「
妙
本
」
の
在
り
方
は
深
く
静
ま
り
か
え
り
、常
に
万
物
に
と
っ
て
の
源
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
下
文
は
「
此
則
約
人
以
明
道
用
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
道
の
は
た
ら
き
を
人
に
即
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
虚
な
る
道
の
は
た
ら
き
は
、
万
物
に
あ
ま
ね
く
行
き
渉
っ
て
い
る
た
め
、
お
よ
そ
存
在
者
で
こ
れ
に
違
う
者
は
な
い
。
よ
っ
て
鋭
利
、
紛
擾
と
い
っ
た
道
に
適
わ
な
い
事
柄
も
、
道
の
沖
和
な
る
在
り
方
を
指
向
す
れ
ば
自
ず
か
ら
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
文
で
は
、
道
の
沖
和
な
る
は
た
ら
き
が
、
光
に
あ
っ
て
は
光
と
一
体
で
あ
り
、
塵
に
あ
っ
て
は
塵
に
一
体
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、「
道
用
」
は
遍
く
万
物
に
お
い
て
存
在
し
な
い
事
が
な
い
こ
と
を
い
い
、
そ
れ
故
に
そ
の
は
た
ら
き
は
個
々
の
事
象
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
在
り
方
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
「
妙
本
」
は
湛
然
と
し
て
不
雑
、
つ
ま
り
あ
ら
わ
れ
た
用
で
は
な
く
そ
の
本
源
は
何
者
と
も
交
雑
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
こ
れ
を
人
に
即
し
て
言
う
な
ら
ば
、
道
か
ら
生
来
与
え
ら
れ
て
い
る
本
性
そ
の
も
の
は
不
変
恒
常
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
五
十
二
章
の
文
章
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
④　
「
天
下
有
始
。
以
為
天
下
母
」
資
炁
曰
始
、
資
生
曰
母
。
言
道
徳
以
沖
和
妙
炁
生
成
万
物
、
物
得
以
生
、如
母
之
生
子
、故
云
「
以
為
天
下
母
」。
…
…
言
此
者
、
欲
令
人
知
源
識
本
、
守
母
而
存
子
也
。（
資
炁
を
始
と
曰
い
、
資
生
を
母
と
曰
う
。
言
う
こ
こ
ろ
は
道
徳
は
沖
和
妙
炁
を
以
て
万
物
を
生
成
し
、
物
以
て
生
ず
る
を
得
、
母
の
子
を
生
む
が
如
し
、
故
に
「
以
為
天
下
母
」
と
云
う
。
…
…
此
を
言
う
者
は
、
人
を
し
て
源
を
知
り
本
を
識
り
、
母
を
守
り
て
子
を
存
せ
し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。）
「
既
得
其
母
、
以
知
其
子
」
言
人
既
得
沖
和
之
炁
茂
養
為
母
、当
知
其
身
是
沖
炁
之
子
。（
言
う
こ
こ
ろ
は
人
既
に
沖
和
の
炁
の
茂
養
し
て
母
為
る
を
得
て
、
当
に
其
の
身
は
是
れ
沖
炁
の
子
な
る
を
知
る
べ
し
。）
「
既
知
其
子
、
復
守
其
母
、
歿
身
不
殆
」
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言
人
既
知
身
是
道
炁
之
子
、
従
沖
炁
而
生
也
、
当
守
道
清
浄
、
不
染
妄
塵
、
愛
炁
養
神
、
使
不
離
散
。
人
従
道
生
、
望
道
為
本
、
今
却
帰
道
守
母
、
故
云
「
復
守
」
爾
。（
言
う
こ
こ
ろ
は
人
既
に
身
は
是
れ
道
炁
の
子
に
し
て
、
沖
炁
よ
り
し
て
生
ず
る
を
知
れ
ば
、
当
に
道
の
清
浄
を
守
り
、
妄
塵
に
染
ま
ら
ず
、
炁
を
愛
み
神
を
養
い
て
、
離
散
せ
ざ
ら
し
む
べ
し
。
人
は
道
よ
り
生
ず
れ
ば
、
道
を
望
み
て
本
と
為
す
、
今
却
て
道
に
帰
し
母
を
守
る
、
故
に
「
復
守
」
と
云
う
の
み
。）
「
塞
其
兌
、
閉
其
門
、
終
身
不
勤
」
此
明
絶
欲
守
母
之
行
也
。
兌
、
悦
也
。
謂
耳
目
愛
悦
声
色
、
鼻
口
愛
悦
香
味
、
六
根
各
有
所
悦
。
門
以
出
入
為
義
、
言
諸
根
色
塵
之
所
由
也
。
若
塞
其
愛
悦
之
視
聴
、則
禍
患
之
門
閉
矣
。（
此
れ
欲
を
絶
ち
母
を
守
る
の
行
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
兌
は
、
悦
な
り
。
耳
目
の
声
色
を
愛
悦
し
、
鼻
口
の
香
味
を
愛
悦
し
、
六
根
各
お
の
悦
ぶ
所
有
る
を
謂
う
。
門
は
出
入
を
以
て
義
と
為
す
、
諸
根
色
塵
の
由
る
所
を
言
う
な
り
。
若
し
其
の
愛
悦
の
視
聴
を
塞
げ
ば
、
則
ち
禍
患
の
門
閉
ず
。）（
御
疏
・
五
十
二
章
・
789
頁
）
④ 
は
ま
ず
、
道
が
そ
の
は
た
ら
き
で
あ
る
「
沖
和
妙
気
」
を
も
っ
て
万
物
を
生
成
す
る
こ
と
を
母
が
子
を
生
む
こ
と
に
擬
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
章
に
お
い
て
は
人
が
本
源
を
知
る
こ
と
で
母
（
道
の
在
り
方
）
を
守
り
、
子
（
自
身
）
を
保
全
さ
せ
る
こ
と
を
言
わ
ん
と
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、「
道
」
の
在
り
方
に
適
う
た
め
の
実
践
方
法
が
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
後
文
を
見
る
と
、
人
は
自
ら
が
「
道
気
の
子
」
で
あ
り
、「
沖
気
」
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
な
ら
ば
、
道
の
清
静
な
る
在
り
方
を
守
り
、
妄
塵
に
染
ま
ら
ず
、
自
ら
の
気
神
を
愛
養
し
て
、
道
か
ら
受
け
た
気
を
離
散
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
、
道
の
根
本
と
し
て
の
在
り
方
を
知
っ
た
上
で
そ
こ
に
帰
着
し
て
い
く
こ
と
が
『
老
子
』
に
い
う
「
復
守
其
母
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
さ
ら
に
後
文
で
は
、「
守
母
」
と
い
う
こ
と
が
「
絶
欲
」
と
い
う
実
践
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
五
官
の
欲
望
を
塞
ぎ
、
道
か
ら
与
え
ら
れ
た
本
来
の
在
り
方
を
失
わ
せ
る
原
因
を
絶
つ
の
で
あ
る
。
以
上
の
様
な
言
説
を
見
れ
ば
、前
稿
に
お
い
て
確
認
し
た
「
妙
本
」
「
道
」「
沖
気
」・「
沖
用
」
の
構
造
の
持
つ
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。「
妙
本
」
と
「
沖
用
」
お
よ
び
「
沖
気
」
は
、
根
源
者
と
そ
の
作
用
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
人
間
の
本
性
と
そ
の
本
性
を
全
う
す
る
た
め
の
実
践
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
根
源
た
る
「
道
」、
す
な
わ
ち
「
妙
本
」
は
「
沖
気
」（「
沖
和
妙
気
」、「
道
気
」
も
同
義
）
と
し
て
そ
の
は
た
ら
き
を
発
揮
し
、
万
物
を
生
み
出
す
。
生
み
出
さ
れ
た
万
物
は
そ
の
「
沖
気
」
の
子
と
し
て
生
来
「
道
」
の
在
り
方
を
有
し
て
い
る
か
ら
、「
無
欲
」
の
実
践
に
よ
り
あ
る
べ
き
本
来
の
在
り
方
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
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こ
の
場
合
「
妙
本
」
は
人
に
と
っ
て
の
本
性
と
い
っ
て
良
く
、
「
沖
用
」
と
は
そ
れ
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
た
と
き
の
在
り
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。「
妙
本
」
と
「
沖
用
」・「
沖
気
」
が
以
上
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
「
道
」
の
構
造
が
述
べ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
再
び
釈
題
の
検
討
に
戻
る
こ
と
し
た
い
。
上
に
見
た
よ
う
な
「
沖
和
」
な
る
在
り
方
に
至
ろ
う
と
す
る
こ
と
は
、一
方
で
「
柔
弱
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
⑤　
而
皆
守
之
以
柔
弱
雌
静
。
故
経
曰
、「
柔
勝
剛
。
弱
勝
強
」。
又
曰
、「
知
其
雄
、
守
其
雌
」。
此
其
大
旨
也
。（
而
し
て
皆
な
之
を
守
る
に
柔
弱
雌
静
を
以
て
す
。
故
に
経
に
曰
く
、「
柔
は
剛
に
勝
つ
。
弱
は
強
に
勝
つ
」
と
。
又
た
曰
く
、「
其
の
雄
を
知
り
、其
の
雌
を
守
る
」
と
。
此
れ
其
の
大
旨
な
り
。）（
釈
題
・
749
頁
）
⑤ 
に
関
連
す
る
資
料
を
御
疏
に
求
め
る
と
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
⑥　
「
専
気
致
柔
、
能
如
嬰
兒
乎
」
専
、
専
一
也
。
気
、
沖
和
妙
気
也
。
人
之
受
生
、
沖
気
為
本
。
若
染
雑
塵
境
、
則
沖
気
離
散
、
神
不
固
身
、
故
戒
令
専
一
沖
和
、
使
致
柔
弱
、
能
如
嬰
兒
、
無
所
耽
著
乎
。
此
教
養
気
。（
専
は
、
専
一
な
り
。
気
は
、
沖
和
妙
気
な
り
。
人
の
生
を
受
く
る
や
、
沖
気
本
為
り
。
若
し
塵
境
に
染
雑
す
れ
ば
、則
ち
沖
気
離
散
し
、
神
身
に
固
な
ら
ず
、
故
に
戒
め
て
沖
和
に
専
一
た
ら
し
め
、
柔
弱
を
致
さ
し
む
れ
ば
、
能
く
嬰
兒
の
如
く
、
耽
著
す
る
所
無
き
か
。
此
れ
養
気
を
教
う
。）（
御
疏
・
十
章
・
756
頁
）
⑥ 
に
い
う
所
は
、
ほ
ぼ
上
文
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。
人
は
「
沖
和
妙
気
」
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
が
、
外
的
な
対
象
に
影
響
さ
れ
て
し
ま
う
と
そ
の
沖
気
は
離
散
し
て
し
ま
う
の
で
、
ひ
た
す
ら
に
沖
和
な
る
在
り
方
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
沖
和
な
る
在
り
方
に
専
念
す
る
こ
と
で
、
赤
子
の
よ
う
な
「
柔
弱
」
を
目
指
す
と
い
う
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
柔
弱
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
る
理
由
は
、『
老
子
』
七
十
六
章
に
「
人
之
生
也
柔
弱
、
其
死
也
堅
強
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
生
命
の
本
来
の
在
り
方
が
「
柔
弱
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
『
老
子
』
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
人
が
生
ま
れ
た
時
に
「
柔
弱
」
で
あ
る
の
は
、『
老
子
』
四
十
章
に
「
弱
者
道
之
用
」
と
い
う
よ
う
に
、
道
の
性
質
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
「
柔
弱
」
の
性
質
を
守
る
と
い
う
こ
と
の
内
容
を
よ
り
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
「
不
争
」
と
い
う
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
⑦
に
は
柔
弱
の
行
を
守
る
も
の
が
「
不
競
」
と
い
う
態
度
を
と
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
⑦　
「
守
柔
曰
強
」
守
柔
弱
之
行
者
、
処
不
競
之
地
、
人
不
能
加
、
同
道
之
用
。
能
如
此
者
、
可
謂
之
強
。（
柔
弱
の
行
を
守
る
者
は
、
不
競
の
地
に
処
り
、
人
加
う
る
あ
た
わ
ず
し
て
、
道
の
用
に
同
じ
き
な
り
。
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能
く
此
の
如
く
す
る
者
は
、
之
を
強
と
謂
う
べ
し
。）（
御
疏
・
五
十
二
章
・
789
頁
）
⑧　
「
天
下
柔
弱
、
莫
過
於
水
、
而
攻
堅
強
者
、
莫
之
能
勝
。
其
無
以
易
之
」
夫
水
雖
至
柔
、
用
攻
堅
強
之
物
、
無
能
易
之
者
、
豈
不
以
其
有
不
争
之
徳
而
無
守
勝
之
心
乎
。
理
国
修
身
、
亦
常
如
此
。（
夫
れ
水
は
至
柔
な
り
と
雖
も
、
用
て
堅
強
の
物
を
攻
め
、
能
く
之
に
易
う
る
者
無
き
は
、
豈
に
其
の
争
わ
ざ
る
の
徳
有
り
て
勝
を
守
る
の
心
無
き
を
以
て
な
ら
ず
や
。国
を
理
め
身
を
修
む
る
も
、
亦
た
常
に
此
く
の
如
し
。）（
御
疏
・
七
十
八
章
・
807
頁
）
そ
し
て
、「
柔
弱
」
で
あ
り
他
と
争
わ
な
い
も
の
と
し
て
『
老
子
』
で
言
及
さ
れ
る
も
の
と
い
え
ば
「
水
」
で
あ
る
。
⑧ 
を
見
る
と
理
国
修
身
は
常
に
こ
の
水
の
在
り
方
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
水
に
つ
い
て
は
『
老
子
』
八
章
に
も
「
水
善
利
万
物
而
不
争
、
処
衆
人
之
所
悪
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
君
主
の
実
践
と
し
て
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
⑨　
「
人
之
所
悪
、
唯
孤
寡
不
穀
、
而
王
公
以
為
称
」
沖
気
柔
弱
、
為
生
之
本
、
故
挙
王
公
謙
卑
以
敦
其
本
。
孤
寡
不
穀
、
不
善
之
名
、
非
尊
崇
之
称
、
人
所
悪
之
、
而
王
公
以
為
名
者
、
謙
之
志
也
。（
沖
気
は
柔
弱
、
生
の
本
為
り
、
故
に
王
公
の
謙
卑
を
挙
げ
て
以
て
其
の
本
を
敦
く
す
。
孤
寡
不
穀
は
、
不
善
の
名
、
尊
崇
の
称
に
は
あ
ら
ず
、
人
之
を
悪
む
所
な
る
も
、
王
公
以
て
名
と
為
す
は
、
謙
の
志
な
り
。）（
御
疏
・
四
十
二
章
・
783
頁
）
沖
気
は
柔
弱
で
あ
り
、
そ
れ
は
万
物
を
生
み
出
す
本
で
あ
る
。
よ
っ
て
王
侯
も
そ
の
在
り
方
に
適
お
う
と
す
る
。
孤
寡
不
穀
と
い
う
不
善
の
名
を
用
い
る
の
は
、
水
と
同
様
に
人
の
悪
む
所
に
あ
ろ
う
と
す
る
謙
の
志
ゆ
え
な
の
で
あ
る
。
釈
題
に
「
柔
勝
剛
、
弱
勝
強
」
と
引
用
す
る
の
は
先
に
も
挙
げ
た
七
十
八
章
の
文
章
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
⑩　
「
是
以
聖
人
言
、
受
国
之
垢
、
是
社
稷
主
。
受
国
不
祥
、
是
謂
天
下
王
」
人
君
能
謙
虚
用
柔
、
受
国
之
不
祥
、
称
孤
寡
不
穀
、
則
四
海
帰
仁
、
是
謂
天
下
王
矣
。（
人
君
能
く
謙
虚
に
し
て
柔
を
用
い
、
国
の
不
祥
を
受
け
、
孤
寡
不
穀
と
称
せ
ば
、
則
ち
四
海
仁
に
帰
す
、
是
れ
天
下
の
王
と
謂
う
。）（
御
疏
・
七
十
八
章
・
807
頁
）
こ
こ
に
も
君
主
が
謙
虚
柔
弱
の
在
り
方
を
と
れ
ば
帰
属
し
な
い
も
の
は
な
く
、
天
下
に
王
た
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
く
釈
題
に
引
く
二
十
八
章
の
「
知
其
雄
、
守
其
雌
」
御
疏
に
は
以
下
の
よ
う
に
い
う
。
⑪　
「
知
其
雄
、
守
其
雌
、
為
天
下
谿
」
知
、
弁
識
也
。
雄
、
剛
躁
也
。
雌
、
柔
静
也
。
…
…
能
守
雌
柔
、
是
謂
謙
徳
、
物
所
帰
往
、
如
水
帰
谿
矣
。（
知
は
、
弁
識
な
り
。
雄
は
、
剛
躁
な
り
。
雌
は
、
柔
静
な
り
。
…
…
能
く
雌
柔
を
守
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る
、
是
れ
謙
徳
と
謂
い
、
物
の
帰
往
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
、
水
の
谿
に
帰
す
る
が
如
し
。）（
御
疏
・
二
十
八
章
・
770-
771
頁
）
こ
こ
で
も
「
雌
」
の
柔
静
な
る
在
り
方
を
守
る
、
す
な
わ
ち
謙
徳
を
行
う
こ
と
で
水
が
谷
に
流
れ
込
む
よ
う
に
万
物
が
帰
属
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
君
主
に
と
っ
て
の
柔
弱
の
実
践
例
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
⑤ 
に
挙
げ
た
釈
題
の
文
章
は
、
そ
の
前
に
述
べ
ら
れ
る
「
理
身
」
の
内
容
か
ら
君
主
の
「
理
身
」
の
在
り
方
へ
と
話
題
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。そ
し
て
、
君
主
の
「
理
身
」
の
実
現
は
そ
の
ま
ま
万
物
の
帰
属
と
い
う
「
理
国
」
に
直
結
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
お
い
て
再
び
「
理
国
」
と
は
「
理
身
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
御
疏
の
主
張
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
上
が
御
疏
の
考
え
る
『
老
子
』
の
思
想
の
主
旨
で
あ
る
。
さ
て
、
釈
題
の
後
文
は
、
上
述
の
実
践
か
ら
一
歩
進
め
て
、「
損
之
又
損
」、「
玄
之
又
玄
」
と
い
う
在
り
方
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
⑫　
及
乎
窮
理
尽
性
、
閉
縁
息
想
、
処
実
行
権
、
坐
忘
遺
照
、
損
之
又
損
、
玄
之
又
玄
、
此
殆
不
可
得
而
言
伝
者
矣
。（
理
を
窮
め
性
を
尽
く
し
て
、
縁
を
閉
ざ
し
想
を
息
め
、
実
に
処
り
て
権
を
行
い
て
、
坐
忘
遺
照
す
る
に
及
ぶ
は
、「
損
の
又
損
」、「
玄
の
又
玄
」
な
る
も
、
此
れ
殆
ん
ど
得
て
言
伝
す
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。）（
釈
題
・
749
頁
）
こ
こ
で
言
わ
ん
と
し
て
い
る
内
容
は
、釈
題
に
引
く
『
老
子
』
の
「
損
之
又
損
」、「
玄
之
又
玄
」
に
付
さ
れ
た
御
疏
を
見
る
こ
と
で
よ
り
理
解
し
や
す
く
な
る
。
⑬　
「
損
之
又
損
、
以
至
於
無
為
」
「
損
之
」
者
、
謂
損
為
道
者
之
功
行
也
。「
又
損
之
」
者
、
謂
除
忘
功
行
之
心
也
。
斯
乃
前
「
損
」
忘
迹
、
後
「
損
」
忘
心
、
心
迹
倶
忘
、
可
謂
造
極
、
則
以
至
於
無
為
矣
。（「
損
之
」
と
は
、
道
を
為
む
る
者
の
功
行
を
損
う
を
謂
う
な
り
。「
又
損
之
」と
は
、
功
行
の
心
を
除
忘
す
る
を
謂
う
な
り
。
斯
れ
乃
ち
前
の
「
損
」
は
迹
を
忘
れ
、
後
の
「
損
」
は
心
を
忘
る
、
心
迹
倶
に
忘
れ
、
極
に
造
る
と
謂
う
べ
き
は
、則
ち
「
以
至
於
無
為
」
な
り
。）（
御
疏
・
四
十
八
章
・
786
頁
）
こ
こ
で
は
、
前
の
「
損
之
」
と
は
「
道
」
を
体
得
し
た
成
果
を
忘
れ
去
る
こ
と
、
更
に
後
の
「
損
」
は
成
果
を
得
た
心
を
忘
れ
去
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
釈
題
の
前
文
で
は
、「
理
身
」
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
実
践
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
成
果
に
固
執
し
た
り
、
こ
と
さ
ら
に
成
果
を
求
め
る
心
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
⑭　
「
玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
」
故
寄
「
又
玄
」
以
遣
玄
、
欲
令
不
滞
於
玄
。
本
迹
両
忘
、
是
名
無
住
、
無
住
則
了
出
矣
。
…
…
無
欲
於
無
欲
者
、
為
生
欲
心
、
故
求
無
欲
。
欲
求
無
欲
、
未
離
欲
心
。
今
既
無
有
欲
、
亦
無
無
欲
、
遣
之
又
遣
、
可
謂
都
忘
。（
故
に
「
又
玄
」
に
寄
せ
て
以
40
て
玄
を
遣
り
、
玄
に
滞
せ
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
本
迹
両
つ
な
が
ら
に
忘
る
、
是
れ
無
住
と
名
づ
く
、
無
住
な
れ
ば
則
ち
了
出
す
。
…
…
無
欲
に
無
欲
な
ら
ん
と
す
る
者
は
、
為
に
欲
心
を
生
ず
、
故
に
無
欲
を
求
む
。
無
欲
を
欲
求
す
る
は
、
未
だ
欲
心
を
離
れ
ず
。
今
既
に
有
欲
無
く
、
亦
た
無
欲
無
し
、
之
を
遣
り
又
た
遣
ら
ば
、
都
な
忘
る
と
謂
う
べ
し
。）（
御
疏
・
一
章
・
750
頁
）
⑭ 
に
も
、
⑬ 
同
様
、
た
と
え
「
玄
」、
す
な
わ
ち
道
の
在
り
方
に
適
う
境
地
に
達
し
て
も
、
そ
こ
に
固
執
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
無
欲
で
あ
ろ
う
と
欲
す
る
と
い
う
こ
と
が
ま
た
一
つ
の
欲
心
で
あ
る
か
ら
、「
遣
之
又
遣
」
に
よ
り
「
都
忘
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
「
心
迹
倶
忘
」「
都
忘
」
ま
で
至
ら
な
け
れ
ば
実
践
は
完
成
し
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
四
　
御
疏
の
道
徳
前
章
ま
で
で
、
御
疏
の
『
老
子
』
解
釈
の
基
本
的
な
姿
勢
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
中
で
「
妙
本
」「
道
」「
沖
気
」・「
沖
用
」
の
概
念
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
は
、
釈
題
の
残
り
の
部
分
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
こ
の
後
半
部
分
は
主
に「
道
」と「
徳
」
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
部
分
を
分
析
す
る
こ
と
で
、御
疏
の
「
道
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
、す
な
わ
ち
「
妙
本
」、「
道
」
そ
し
て
「
道
之
用
」
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
①　
経
曰
、「
有
物
混
成
、
先
天
地
生
」、「
吾
不
知
其
名
、
字
之
曰
道
、
強
為
之
名
曰
大
」。
故
知
大
道
者
虚
極
妙
本
之
強
名
、
名
其
通
生
也
。
荘
子
曰
、「
太
初
有
無
」。
有
無
者
、
言
有
此
妙
無
也
。
又
曰
、「
無
有
無
名
」。
無
名
者
、
未
立
強
名
也
。
故
経
曰
、「
無
名
天
地
之
始
」。（
経
に
曰
く
、「
有
物
混
成
し
、
天
地
に
先
ん
じ
て
生
ず
」、「
吾
其
の
名
を
知
ら
ず
、
之
に
字
し
て
道
と
曰
う
、
強
い
て
之
が
名
を
為
し
て
大
と
曰
う
」
と
。
故
に
大
道
は
虚
極
妙
本
の
強
名
に
し
て
、
其
の
通
じ
生
ず
る
に
名
づ
く
る
を
知
る
な
り
。
荘
子
に
曰
く
、「
太
初
無
な
る
有
り
」と
。「
無
有
り
」
と
は
、
此
の
妙
無
有
る
を
謂
う
な
り
。
又
た
曰
く
、「
有
る
無
く
名
無
し
」
と
。「
名
無
し
」
と
は
、
未
だ
強
名
を
立
て
ざ
る
な
り
。
故
に
経
に
曰
く
、「
無
名
は
天
地
の
始
」
と
。）（
釈
題
・
749
頁
）
ま
ず
最
初
の
「
有
物
混
成
」
云
々
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
章
の
あ
る
『
老
子
』
二
十
五
章
御
疏
に
、「
物
」
と
は
「
妙
物
」、
す
な
わ
ち
「
虚
極
妙
本
」
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。（
有
物
者
、
妙
物
也
、
即
虚
極
妙
本
也
。（
御
疏
・
二
十
五
章
・
726
頁
））
さ
ら
に
そ
の
御
疏
の
後
文
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。字
は
そ
の
徳
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
、
名
は
そ
の
体
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
万
物
に
行
き
渉
る
と
い
う
本
然
の
徳
を
表
し
て
「
道
」
と
字
す
る
。
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
物
を
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み
込
む
の
で
、
そ
の
至
無
の
体
を
定
義
し
て
、
強
い
て
「
大
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
と
い
う
。（
字
者
表
其
徳
、
名
者
定
其
体
…
…
但
見
其
大
通
於
物
、
将
欲
表
其
本
然
之
徳
、
故
字
之
曰
道
。
見
其
包
含
無
外
、
将
欲
定
其
至
無
之
体
、
故
強
名
曰
大
。（
同
上
）
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
分
か
る
と
お
り
、「
故
知
大
道
者
虚
極
妙
本
之
強
名
、
名
其
通
生
也
」、
す
な
わ
ち
「
道
」
と
は
「
妙
本
」
の
「
通
生
」
の
徳
に
対
し
て
強
い
て
名
づ
け
ら
れ
た
字
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
妙
本
」
は
『
荘
子
』
に
お
い
て
述
べ
る
「
有
無
」、「
無
名
」
で
あ
り
、「
強
名
」
す
ら
無
い
の
で
あ
る
。
釈
題
に
引
く
、『
老
子
』
一
章
の
「
無
名
天
地
之
始
」
御
疏
に
は
、「
無
名
は
、
万
化
未
だ
作
ら
ず
、
強
い
て
名
づ
く
る
無
し
（
無
名
者
、
万
化
未
作
、
無
強
名
）」
（
750
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
無
名
」
す
な
わ
ち
「
妙
本
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
化
が
い
ま
だ
起
こ
ら
ざ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
道
」
と
い
う
「
強
名
」
が
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
釈
題
の
こ
の
部
分
で
は
、「
妙
本
」
と
そ
の
万
物
に
及
ぼ
す
は
た
ら
き
（
徳
）
に
対
し
て
強
い
て
与
え
ら
れ
た
字
と
し
て
の
「
道
」
と
い
う
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
②　
強
名
通
生
曰
道
。
故
経
曰
、「
有
名
万
物
之
母
」。
荘
子
又
曰
、「
物
得
以
生
謂
之
徳
」
徳
、
得
也
。
言
天
地
万
変
、
旁
通
品
物
、皆
資
妙
本
而
以
生
成
。
得
生
為
徳
。
故
経
曰
「
道
生
之
、
徳
畜
之
」。
則
知
道
者
徳
之
体
、
徳
者
道
之
用
也
。（
強
い
て
通
生
に
名
づ
け
て
道
と
曰
う
。
故
に
経
に
曰
く
、「
有
名
は
万
物
の
母
」
と
。
荘
子
に
又
た
曰
く
、「
物
以
て
生
ず
る
を
得　
之
を
徳
と
謂
う
」
と
。
徳
は
、
得
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
天
地
万
変
し
、
品
物
に
旁
通
し
、
皆
な
妙
本
に
資
り
て
以
て
生
成
す
る
な
り
。
生
を
得
る
こ
と
徳
と
為
す
。
故
に
経
に
曰
く
「
道
之
を
生
じ
、
徳
之
を
畜
す
」
と
。
則
ち
道
は
徳
の
体
、
徳
は
道
の
用
な
る
を
知
る
な
り
。）（
釈
題
・
749
頁
）
強
い
て
「
名
」
づ
け
た
以
上
、「
道
」
は
「
有
名
」
で
あ
る
。『
老
子
』
一
章
の
「
有
名
万
物
之
母
」
御
疏
を
見
る
と
、
万
化
の
発
生
以
前
で
あ
る
「
無
名
」
に
対
し
、「
有
名
」
に
お
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
化
が
起
こ
り
万
物
が
生
成
さ
れ
、
妙
本
の
は
た
ら
き
が
行
き
渉
り
、
人
は
そ
の
は
た
ら
き
を
も
っ
て
養
わ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、「
無
名
」
「
有
名
」
と
い
う
の
は
、
聖
人
が
は
た
ら
き
の
有
無
と
い
う
点
か
ら
そ
れ
ら
を
本
迹
と
し
て
区
別
し
た
ま
で
で
、道
そ
の
も
の
は
「
有
名
」
に
も
「
無
名
」
に
も
固
定
さ
れ
な
い
、
い
ず
れ
の
在
り
方
を
も
と
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。（
万
化
既
作
、
品
物
生
成
、
妙
本
旁
通
、
以
資
人
用
、
由
其
茂
養
、
故
謂
之
母
也
、
母
以
茂
養
為
義
。
然
則
無
名
有
名
者
、
聖
人
約
用
以
明
本
迹
之
同
異
、
而
道
不
繫
於
有
名
無
名
也
。（
御
疏
・
一
章
・
750
頁
）
『
荘
子
』
に
「
物
得
以
生
謂
之
徳
」
と
あ
る
が
、
万
物
が
「
妙
本
」
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
生
を
得
る
こ
と
が
「
徳
」
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、『
老
子
』
五
十
一
章
に
「
道
生
之
、徳
畜
之
」
と
い
う
よ
う
に
、「
道
」
は
「
徳
」
に
と
っ
て
の
体
、「
徳
」
は
「
道
」
と
っ
て
の
用
、
は
た
ら
き
で
あ
42
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、「
道
」
と
「
徳
」
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
。「
道
」
が
「
母
」
と
し
て
万
物
を
生
成
す
る
と
き
、
す
な
わ
ち
万
物
が
「
道
之
用
」
を
得
る
と
き
、「
道
」
の
は
た
ら
き
は
「
徳
」
と
称
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
③　
而
経
分
上
下
者
、
先
明
道
而
徳
之
次
也
。
然
体
用
之
名
可
散
也
。
体
用
之
実
不
可
散
也
。
故
経
曰
、「
同
出
而
異
名
、
同
謂
之
玄
」（
而
し
て
経
の
上
下
に
分
か
つ
は
、
先
に
道
を
明
ら
か
に
し
て
徳
を
之
れ
次
ぐ
な
り
。
然
ら
ば
体
用
の
名
は
散
ず
べ
き
な
り
。
体
用
の
実
は
散
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
経
に
曰
く
、「
同
じ
き
よ
り
出
で
て
名
を
異
に
す
、
同
じ
き
は
之
を
玄
と
謂
う
」
と
。）（
釈
題
・
749
頁
）
③ 
に
い
う
の
は
、『
道
徳
経
』
は
道
経
と
徳
経
の
二
巻
に
分
か
れ
、
先
に
道
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
次
い
で
徳
に
つ
い
て
述
べ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
の
呼
称
は
異
な
れ
ど
、
体
と
し
て
の
道
と
用
と
し
て
の
徳
、
そ
の
実
質
は
分
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
り
、『
老
子
』
一
章
の
「
同
出
而
異
名
、
同
謂
之
玄
」
は
ま
さ
し
く
そ
の
こ
と
を
述
べ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
④　
語
其
出
則
分
而
為
二
、
咨
其
同
則
混
而
為
一
、
故
曰
可
散
而
不
可
散
也
。
則
上
経
曰
、「
是
謂
玄
徳
」。
又
曰
、「
孔
徳
之
容
」。
又
曰
、「
徳
者
同
於
徳
」。
又
曰
、「
常
徳
不
離
」。
下
経
曰
、「
失
道
而
後
徳
」。
又
曰
、「
反
者
道
之
動
」。
又
曰
、「
道
生
一
」。
又
曰
、「
大
道
甚
夷
」。
是
知
体
用
互
陳
、
遞
明
精
要
、
不
必
定
名
於
上
下
也
。（
其
の
出
づ
る
を
語
れ
ば
則
ち
分
ち
て
二
と
為
す
、
其
の
同
じ
き
を
咨
れ
ば
則
ち
混
じ
て
一
と
為
す
、
故
に
散
ず
べ
く
し
て
散
ず
べ
か
ら
ず
と
曰
う
な
り
。則
ち
上
経
に
曰
く
、
「
是
れ
玄
徳
と
謂
う
」
と
。
又
た
曰
く
、「
孔
徳
の
容
」
と
。
又
た
曰
く
、「
徳
な
る
者
は
徳
に
同
ず
」
と
。
又
た
曰
く
、「
常
徳
離
れ
ず
」
と
。
下
経
に
曰
く
、「
道
を
失
い
て
後
に
徳
あ
り
」
と
。
又
た
曰
く
、「
反
は
道
の
動
な
り
」
と
。
又
た
曰
く
、「
道
一
を
生
ず
」
と
。
又
た
曰
く
、「
大
道
甚
だ
夷
な
り
」
と
。
是
れ
体
用
互
い
に
陳
べ
、
遞
い
に
精
要
を
明
ら
か
に
し
、
必
ず
し
も
名
を
上
下
に
定
め
ざ
る
を
知
る
な
り
。）（
釈
題
・
749
頁
）
④ 
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
道
」
と
「
徳
」
の
「
可
散
而
不
可
散
」
な
る
関
係
に
つ
い
て
述
べ
、
呼
称
は
異
な
れ
ど
そ
の
実
体
は
一
で
あ
る
以
上
、
道
経
で
あ
る
上
経
に
「
徳
」
に
つ
い
て
述
べ
、
徳
経
で
あ
る
下
経
に
「
道
」
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
こ
と
も
、
体
を
以
て
用
を
述
べ
、
用
を
も
っ
て
体
を
述
べ
て
互
い
が
互
い
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
も
の
と
分
か
り
、
必
ず
し
も
上
下
経
で
呼
称
が
区
別
さ
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
疏
に
お
け
る
「
妙
本
」「
道
」「
徳
」
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
妙
本
」
と
は
万
物
へ
の
は
た
ら
き
を
発
揮
し
、「
道
」
と
い
う
「
強
名
」
を
有
す
る
「
有
名
」
に
対
す
る
「
無
名
」
を
い
う
も
の
で
あ
り
、「
徳
」
と
は
「
道
」
の
「
用
」
に
対
す
る
呼
称
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
前
稿
で
は
「
妙
本
」、「
道
」、「
沖
43 唐玄宗『道徳真経』御疏の思想的特徴
気
」・「
沖
用
」
と
い
う
語
彙
に
注
目
し
検
討
を
行
っ
た
が
、
本
論
で
検
討
し
た
釈
題
後
半
部
の
「
徳
」
と
は
「
道
用
」
で
あ
り
、「
沖
用
」・
「
沖
気
」
に
相
当
す
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
本
章
の
検
討
に
よ
り
、
前
稿
の
結
論
の
妥
当
性
が
改
め
て
裏
付
け
ら
れ
た
と
考
え
る
。
結
語
以
上
の
検
討
に
よ
り
、前
稿
で
明
ら
か
に
し
た
「
妙
本
」「
道
」「
沖
気
」・「
沖
用
」
の
構
造
が
、
御
疏
の
『
老
子
』
解
釈
に
お
い
て
果
た
し
て
い
た
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
御
疏
の『
老
子
』
解
釈
は
『
老
子
』
を
理
国
理
身
の
書
と
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
文
脈
の
中
で
、「
道
」の
は
た
ら
き
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
万
物
は
、
生
来
そ
の
内
に
「
沖
和
妙
気
」
を
有
す
る
。
人
は
そ
の
「
沖
気
」
を
「
無
欲
」
の
実
践
に
よ
り
保
全
す
る
こ
と
で
「
沖
和
」
な
る
「
道
」
の
在
り
方
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
成
果
お
よ
び
成
果
を
求
め
る
心
に
固
執
し
て
は
い
け
な
い
。「
玄
之
又
玄
」
の
境
地
に
至
っ
て
は
じ
め
て
、
個
別
の
在
り
方
、
は
た
ら
き
を
超
え
た
「
妙
本
」
を
体
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
理
身
」
の
内
容
で
あ
る
が
、
御
疏
に
お
い
て
は
君
主
が
「
理
身
」
を
達
成
す
れ
ば
民
は
そ
の
徳
を
被
っ
て
自
ず
か
ら
「
理
身
」
し
、
君
主
に
帰
属
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
御
疏
の
理
想
と
す
る「
理
国
」で
あ
っ
た
。『
老
子
』に
よ
っ
て
修
身
の
実
現
か
ら
治
国
ま
で
導
く
方
法
を
述
べ
た
書
物
、
そ
れ
が
御
疏
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
そ
し
て
ま
た
、
本
論
で
は
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
御
注
も
『
老
子
』
解
釈
の
基
本
姿
勢
と
理
身
理
国
観
に
お
い
て
は
御
疏
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
注
（
1
）　
拙
稿
「
唐
玄
宗
『
道
徳
真
経
』
御
注
・
御
疏
に
見
え
る
「
沖
気
」
と
「
沖
用
」
に
つ
い
て
」（『
集
刊
東
洋
学
』
111
号
・ 
二
〇
一
四
年
）
（
2
）　
御
注
・
御
疏
に
つ
い
て
は
文
物
出
版
社
・
上
海
書
店
・
天
津
古
籍
出
版
社
三
社
合
同
出
版
版
『
道
蔵
』（
一
九
八
八
年
）
を
使
用
す
る
。
「
唐
玄
宗
御
製
道
徳
真
経
疏
釈
題
」
は
『
全
唐
文
』
巻
四
十
一
に
「
道
徳
真
経
疏
釈
題
詞
」
と
い
う
題
名
で
集
録
さ
れ
て
い
る
。
今
引
文
は
『
道
蔵
』
本
に
拠
る
。
（
3
）　
中
嶋
隆
藏
『
六
朝
思
想
の
研
究
』
附
篇　
六
朝
時
代
に
お
け
る
儒
仏
道
三
思
想
の
交
流　
第
三
節　
唐
玄
宗
皇
帝
の
老
子
崇
拝
と
『
道
徳
経
』
理
解
（
平
楽
寺
書
店
・
一
九
八
五
年
）、
東
北
大
学
文
学
部
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研
究
』（
講
談
社
・
一
九
八
一
年
）
初
出
。
（
4
）　
島
一
『
唐
代
思
想
史
論
集
』
第
二
章　
一
、玄
宗
の
『
道
徳
真
経
』
注
疏
に
つ
い
て 
│ 
理
国
と
理
身 
│
（
朋
友
書
店
・
二
〇
一
三
）、『
立
命
館
文
学
』
五
二
三
号
（
一
九
九
二
年
三
月
）、
同
五
二
六
号
（
一
九
九
二
年
十
月
）
初
出
。
（
5
）　
麥
谷
邦
夫
「
唐
・
玄
宗
御
注
『
道
徳
真
経
』
お
よ
び
疏
撰
述
を
め
ぐ
る
二
、三
の
問
題
」（『
東
方
学
報
』
62
・
一
九
九
〇
年
）
（
6
）　
二
十
年
春
、
奉
敕
撰
龍
門
公
宴
詩
序
、
賜
絹
百
疋
。
延
入
集
賢
院
、
44
修
老
子
道
徳
経
疏
、
行
於
天
下
。（『
顔
魯
公
集
』
巻
十
四
・「
贈
尚
書
左
僕
射
博
陵
崔
孝
公
宅
陋
室
銘
記
」）、
お
よ
び
「
集
賢
注
記
、
開
元
二
十
年
九
月
、
左
常
侍
崔
沔
入
院
修
撰
、
与
道
士
王
虚
正
・
趙
仙
甫
、
并
諸
学
士
参
議
、
修
老
子
疏
。（『
玉
海
』
巻
五
十
三
、
老
子
）
（
7
）　
朕
誠
寡
薄
、
嘗
感
斯
文
、
猥
承
有
後
之
慶
、
恐
失
無
為
之
理
、
毎
因
清
宴
、
輒
叩
玄
関
、
随
所
意
得
、
遂
為
箋
注
。（
御
注
道
徳
真
経
幢
）
（
8
）　
（
開
元
）
二
十
三
年
三
月
癸
未
、
親
注
老
子
、
并
修
疏
義
八
卷
、
及
至
開
元
文
字
音
義
三
十
卷
、
頒
示
公
卿
士
庶
及
道
釈
二
門
、
聴
直
言
可
否
。（『
冊
府
元
亀
』
巻
五
十
三
・
帝
王
部
・
尚
黄
老
）
